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10
月

９
日　

�

福
祉
文
教
委
員
会
視
察

　
　
　
（
大
分
県
杵
築
市
）

10
日　

�

福
祉
文
教
委
員
会
視
察

　
　
　
（
宮
崎
県
日
向
市
）

11
日　

�

福
祉
文
教
委
員
会
視
察

　
　
　
（
宮
崎
県
延
岡
市
）

29
日　

福
祉
文
教
委
員
会

30
日　

総
務
委
員
会

31
日　

建
設
環
境
委
員
会

11
月

５
日　

総
務
委
員
会
視
察

　
　
　
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

６
日　

総
務
委
員
会
視
察

　
　
　
（
愛
知
県
大
府
市
）

　
　
　

�

建
設
環
境
委
員
会
視
察

　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

７
日　

総
務
委
員
会
視
察

　
　
　
（
静
岡
県
島
田
市
）

　
　
　

建
設
環
境
委
員
会
視
察

　
　
　
（
岡
山
県
岡
山
市
）

15
日　

代
表
者
会
議

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

26
日　

第
４
回
定
例
会

　
　
　

本
会
議

　
　
　

�

行
政
報
告
、
議
案
説
明

28
日　

本
会
議

　
　
　

�

議
案（
補
正
予
算
・
即

決
除
く
）質
疑
、付
託
、

議
案（
補
正
予
算
）質

疑
、特
別
委
員
会
設
置
、

付
託
、
議
案（
即
決
）質

疑
、
討
論
、
採
決
、
選

挙
、
陳
情
付
託

　
　
　

補
正
予
算
特
別
委
員
会

29
日　

本
会
議

　
　
　

一
般
質
問

12
月

２
日　

本
会
議

　
　
　

一
般
質
問

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

３
日　

本
会
議

　
　
　

一
般
質
問

４
日　

本
会
議

　
　
　

一
般
質
問

５
日　

補
正
予
算
特
別
委
員
会

６
日　

総
務
委
員
会

９
日　

福
祉
文
教
委
員
会

10
日　

建
設
環
境
委
員
会

16
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

本
会
議

　
　
　

�

議
案
委
員
会
報
告
、
討

論
、
採
決
、
陳
情
委
員

会
報
告
、
討
論
、
採
決

令和6年
第4回定例会

もくじ
P2	 委員会で詳しく審査
P3	 委員会視察を市政に
	 活かす
P4	 一般質問（19人）
P7	 正副議長公務日誌
P8	 議案審議結果
	 議員22人に聞きました

いよいよ３月 誕生！
TOKYO GIANTS TOWN

稲城市議会は、稲城市と共に
読売ジャイアンツを応援しています。

読売ジャイアンツOB
高橋由伸さん

読売ジャイアンツOB
元木大介さん

読売ジャイアンツOB
宮本和知さん

坂田副議長
北浜議長
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委員会で詳しく審査しました
〜令和6年第4回定例会中に審査した内容は下記のとおりです〜

総
務
委
員
会

　

議
案
３
件
、
陳
情
１
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

　

稲
城
市
個
人
番
号
及
び
特
定
個

人
情
報
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
３
件

の
質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
独
自
利
用

事
務
に
心
身
障
害
者
の
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
事
務
な
ど
４
つ
の

事
務
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

ど
う
い
っ
た
効
果
が
あ
る
の
か
。

答

転
入
し
た
自
治
体
で
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
際
に
必
要
と
し
て
い

た
所
得
証
明
の
添
付
書
類
を
無
く

す
な
ど
、
市
民
の
利
便
性
向
上
に

つ
な
が
る
。
ま
た
、
行
政
事
務
に

お
い
て
も
、
必
要
な
情
報
を
情
報

連
携
で
入
手
で
き
る
た
め
、
事
務

の
効
率
化
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、

適
正
な
事
務
の
実
施
に
も
資
す
る

も
の
で
あ
る
。

問

ど
の
よ
う
な
安
全
管
理
措
置

を
図
っ
て
い
る
の
か
。

答

人
的
対
策
と
し
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
扱
う
職
員
に
対
し
て
毎

年
度
研
修
を
実
施
し
、
物
理
的
対

策
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記

載
さ
れ
た
書
類
は
施
錠
管
理
し
、

技
術
的
な
対
策
と
し
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
環
境
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
扱
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
分
離

し
、必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

問

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事

業
に
お
い
て
、
紙
の
保
険
証
や
資

格
確
認
書
の
運
用
、
扱
い
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

答

情
報
連
携
を
基
本
と
す
る
が
、

資
格
確
認
書
、
有
効
期
限
内
の
保

険
証
を
そ
の
ま
ま
保
険
情
報
の
確

認
と
し
て
扱
え
る
と
い
う
こ
と
で

周
知
し
て
お
り
、
今
ま
で
ど
お
り

紙
の
保
険
証
な
ど
で
も
手
続
き
は

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

建
設
環
境
委
員
会

　

議
案
７
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

稲
城
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て（
稲
城
南
山
東
部
土
地
区
画
整

理
事
業
関
係
・
７
路
線
）、
稲
城
市

道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
お
よ
び

稲
城
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

は
、
議
案
審
査
の
た
め
現
地
調
査

を
行
っ
た
後
、
一
括
議
題
と
し
て

審
査
し
、
質
疑
・
討
論
が
な
く
、

採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
起
立
全

員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
特
別
委
員
会

　

議
案
６
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
東
京
都
稲
城
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）は
、

19
件
の
質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

問

職
員
の
給
与
改
定
に
つ
い
て
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
や
向
上
へ

の
効
果
は
。

答

人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
初

任
層
に
重
点
を
置
い
た
引
き
上
げ

に
よ
り
、
安
定
し
た
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問

市
町
村
総
合
交
付
金
の
内
容

は
。

答

都
の
補
正
予
算
で
、
全
て
の

市
町
村
が
学
校
給
食
の
無
償
化
を

実
施
で
き
る
よ
う
に
、
国
が
無
償

化
に
つ
い
て
、
自
ら
の
責
任
で
実

施
す
る
ま
で
の
間
、
特
例
的
に
市

町
村
の
一
般
財
源
を
補
完
す
る
た

め
に
増
額
し
た
こ
と
を
受
け
、
令

和
７
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
期

間
に
お
い
て
、
学
校
給
食
の
無
償

化
に
取
り
組
む
た
め
の
財
源
と
し

て
計
上
し
た
。

問

学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
ガ

ス
料
金
補
正
の
理
由
は
。

答

ガ
ス
料
金
の
従
量
単
価
が
上

昇
し
、
猛
暑
の
影
響
で
空
調
の
稼

働
時
間
が
増
加
し
て
、
予
定
よ
り

も
ガ
ス
の
使
用
が
多
く
な
っ
た
。

問

保
育
所
等
物
価
高
騰
緊
急
対

策
事
業
補
助
金
の
対
象
施
設
と
補

助
内
容
は
。

答

私
立
認
可
保
育
所
17
園
、
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
１
園
、

家
庭
的
保
育
事
業
３
事
業
、
認
証

保
育
所
３
園
は
、
児
童
１
人
当
た

り
月
額
９
５
０
円
を
、
一
時
預
か

り
事
業
10
か
所
、
病
児
・
病
後
児 

保
育
施
設
２
施
設
は
、
給
食
提
供

の
あ
る
施
設
が
児
童
１
人
当
た
り

38
円
を
、
給
食
提
供
の
な
い
施
設

が
児
童
１
人
当
た
り
30
円
を
補
助

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
情
報
通
信
技
術
を
活
用

し
た
行
政
の
手
続
等
の
推
進
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
は
、
質
疑
・
討
論
が
な
く
、
採

決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
は
、２
件
の
質
疑
が
あ
り
、

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

東
京
都
人
事
委
員
会
か
ら
の

勧
告
の
内
容
に
つ
い
て
は
。

答

例
月
給
は
、
民
間
企
業
と
の

較
差
１
万
５
９
５
円
、
２
・
59
％

を
埋
め
る
た
め
に
、
初
任
層
に
重

点
を
置
き
な
が
ら
、
全
級
全
号
給

の
給
料
表
を
引
き
上
げ
て
い
る
。

ま
た
、
特
別
給
は
、
０
・
２
か
月

分
の
引
上
げ
を
し
て
い
る
。

問

常
勤
職
員
の
給
与
改
定
が
行

わ
れ
た
場
合
は
、
そ
れ
に
準
じ
て

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
改
定

も
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
よ
う

な
総
務
省
の
通
知
に
関
し
て
の
認

識
は
。

答

国
か
ら
の
通
知
は
、
常
勤
職

員
の
給
与
に
準
じ
て
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
市
は
精
い
っ
ぱ
い
会
計

年
度
任
用
職
員
の
分
も
精
査
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
国
は
技
術
的

助
言
と
申
し
添
え
て
い
る
の
で
、

あ
く
ま
で
も
市
の
判
断
、
実
情
で

給
与
改
定
は
行
わ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
引
き
続
き
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
丁
寧

に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
及
び
開
発
道
路
の

疑
義
解
明
を
求
め
る
陳
情
は
、
質

疑
・
討
論
が
な
く
、採
決
の
結
果
、

起
立
な
し
に
よ
り
不
採
択
と
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
は
、
質
疑
・
討
論
が

な
く
、
採
決
の
結
果
、
起
立
全
員

に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

稲
城
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
は
、
２
件
の
質
疑

が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

問

証
明
書
交
付
な
ど
に
つ
い
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
導
入
に
よ
る
、

現
状
と
の
比
較
と
効
果
は
。

答

市
役
所
に
出
向
く
必
要
は
な

く
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
申
請
で
き

る
と
こ
ろ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

払
い
な
ど
支
払
い
が
簡
便
に
な
る

と
こ
ろ
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
と
比
べ

て
対
象
の
証
明
書
が
増
え
る
と
こ

ろ
の
３
点
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
公
共
施
設
駐
車
場
の
管

理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
は
、
５
件
の
質
疑
と

１
件
の
討
論
が
あ
り
、
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

問

上
谷
戸
親
水
公
園
駐
車
場
を

有
料
化
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
な

ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
の
か
。

答

坂
浜
自
治
会
が
指
定
管
理
者

と
な
り
公
園
と
体
験
学
習
館
と
駐

車
場
を
運
営
・
管
理
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
有
料
化
か
ら

除
外
し
て
い
た
。
市
は
令
和
７
年

度
に
市
立
公
園
駐
車
場
の
設
備
の

一
斉
更
新
を
予
定
し
て
お
り
、
坂

浜
自
治
会
も
利
用
者
負
担
の
適
正

化
、
駐
車
場
の
適
正
利
用
は
必
然

と
了
解
し
て
い
る
の
で
、
有
料
化

に
向
け
た
条
例
改
正
案
を
上
程
す

る
も
の
で
あ
る
。

問

費
用
対
効
果
の
認
識
は
。

答

公
園
駐
車
場
の
費
用
対
効
果

は
、１
か
所
で
考
え
る
の
で
な
く
、

全
体
と
し
て
考
え
て
い
る
。

問

上
谷
戸
親
水
公
園
第
２
駐
車

場
は
、
原
則
体
験
学
習
館
利
用
時

の
み
と
さ
れ
て
い
る
が
、
有
料
化

に
伴
い
制
限
も
な
く
な
る
の
か
。

答

そ
の
制
限
は
な
く
な
る
。

反
対
討
論
公
園
駐
車
場
は
基
本
的

に
無
料
に
す
べ
き
で
、
誰
で
も
公

園
を
利
用
し
や
す
く
す
べ
き
と
考

え
、
反
対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

稲
城
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
は
、
質
疑
・
討
論

が
な
く
、
採
決
の
結
果
、
起
立
全

員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

し
、
企
業
主
導
型
保
育
事
業
２
施

設
、
事
業
所
内
保
育
事
業
１
施
設

は
、
１
施
設
当
た
り
月
額
１
万
４

０
０
０
円
を
補
助
す
る
。

問

教
育
交
流
支
援
業
務
委
託
に

つ
い
て
、
目
的
と
概
要
は
。

答

児
童
・
生
徒
の
英
語
力
の
向

上
や
外
国
の
文
化
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
外
国

自
治
体
と
教
育
交
流
協
定
を
締
結

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
デ
オ
会
議

ツ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
た
教
育
交

流
を
行
う
。

問

保
育
所
等
物
価
高
騰
緊
急
対

策
事
業
補
助
金
の
補
正
の
概
要
は
。

答

都
の
10
分
の
10
の
補
助
事
業

を
活
用
し
て
、
市
内
の
保
育
所
な

ど
に
対
し
、
食
料
費
お
よ
び
光
熱

費
の
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
補
助

を
実
施
し
、
運
営
事
業
者
を
支
援

す
る
。

問

教
育
指
導
に
関
す
る
経
費
の

委
託
料
の
内
容
は
。

答

教
育
交
流
協
定
に
関
す
る
候

補
地
の
選
定
、
交
渉
お
よ
び
手
続

き
業
務
を
包
括
的
に
委
託
す
る
も

の
で
、55
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

問

公
有
財
産
購
入
費
の
土
地
購

入
の
経
緯
は
。

答

生
産
緑
地
に
相
続
が
発
生
し
、

市
に
買
取
り
申
出
が
提
出
さ
れ
、

市
で
は
稲
城
第
二
小
学
校
用
地
と

し
て
買
い
取
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

買
取
り
申
出
者
が
、
相
続
の
関
係

で
、
早
期
の
売
買
を
希
望
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
稲
城
市
土
地
開
発

公
社
に
よ
る
先
行
買
収
を
行
い
、

今
般
、
学
校
の
増
築
に
合
わ
せ
て

当
該
用
地
を
買
戻
し
た
い
と
い
う

経
過
で
あ
る
。

問

都
の
下
水
道
強
靭
化
事
業
補

助
金
に
つ
い
て
、
目
的
や
採
択
の

条
件
は
。

答

市
町
村
が
整
備
す
る
雨
水
施

設
な
ど
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
お
よ

び
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
対
し
支
援
す

る
も
の
で
、
南
山
東
部
地
区
は
稲

城
市
公
共
下
水
道
計
画
の
降
雨
強

度
を
上
回
る
貯
留
量
を
備
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
支
援
の
対
象
と
な

っ
た
。

問

下
水
道
強
靭
化
事
業
補
助
金

が
承
認
さ
れ
た
理
由
は
。

答

目
標
整
備
水
準
を
超
え
る
75

ミ
リ
対
応
の
調
整
池
を
整
備
す
る

な
ど
の
取
り
組
み
が
先
駆
的
な
事

例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
強
靱
化
事

業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
東
京
都
稲
城
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）は
、
質
疑
・
討
論

が
な
く
、
採
決
の
結
果
、
起
立
全

員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
東
京
都
稲
城
市
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）は
、
１
件
の
質
疑
が

あ
り
、概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

過
年
度
還
付
金
お
よ
び
還
付

加
算
金
に
つ
い
て
、
当
初
予
算
と

補
正
予
算
の
積
算
の
考
え
方
は
。

答

当
初
予
算
は
、
４
年
分
の
平

均
値
で
積
算
し
て
お
り
、
本
補
正

予
算
は
、
執
行
済
み
額
に
加
え
、

亡
く
な
ら
れ
た
被
保
険
者
の
ご
遺

族
か
ら
の
未
手
続
分
な
ど
を
見
込

ん
だ
積
算
と
な
っ
て
い
る
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
東
京
都
稲
城
市
土

地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）、
令
和
６
年
度
東

京
都
稲
城
市
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）お
よ
び
令
和
６

年
度
東
京
都
稲
城
市
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）は
、
い
ず

れ
も
質
疑
・
討
論
が
な
く
、
採
決

の
結
果
、
い
ず
れ
も
起
立
全
員
に

よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

▲道路認定調査の様子
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委員会視察を市政に活かす
～市民生活に深く関わる課題について先進事例の調査研究を行いました～

建設環境委員会
視 察 日　令和６年11月6日（水）、7日（木）
視 察 地　広島県広島市・岡山県岡山市
視察目的　「市内公園の管理運営について」の調査研究を進めるため、広島市、岡山市の先進的事例を視察する。
調査概要　広島市：�ひろしまゲートパークのコンセプトと整備経過、計画過程で出された市民からの要望・意見、Park-PFIの導入経過・導入効果などについて確認し、

ひろしまゲートパークを視察した。ベースに「ひろしま都心活性化プラン」というビジョンがあること、Park-PFI制度と指定管理者制度を併用し
た運営が非常に効果的であること、イベントの開催や地域住民や観光客の交流の場として活用されていることなどが分かった。

　　　　　岡山市：�公園リニューアル工事の経過と市の方針、天然芝導入の経緯と予算、まちなかウォーカブル推進事業などについて確認し、下石井公園を視察した。
岡山駅と旧城下町をつなぐウォーカブルシティを目指していること、人工芝設置の効果検証により芝生化した方が利用者が増えることを実証し
たこと、子どもたちが遊ぶ場所や家族連れがリラックスできるスペースとして機能していることなどが分かった。

福祉文教委員会
視 察 日　令和６年10月9日（水）～11日（金）
視 察 地　大分県杵

き

築
つき

市・宮崎県日向市・宮崎県延岡市
視察目的　「8050問題について」の調査研究を進めるため、杵築市、日向市、延岡市の先進的事例を視察する。
調査概要　杵築市：�全世代支援センター「まるっと」を社会福祉協議会に委託し、多くの専門職により適切な支援につないでいる。市と社会福祉協議会との連携が一体的

に進められている点は、当市に類似しており、重要であると改めて認識した。
　　　　　日向市：�包括的な支援体制を構築するため、住民にとって身近な圏域で地域力を強化する、多機関が協働し課題解決できる相談支援体制をつくる。
　　　　　　　　　日向市地域福祉コーディネーター連絡会「おせっ会」および地域福祉サポーター連絡会「がむしゃら応援団」などについて確認を行った。
　　　　　延岡市：�市民からの様々な相談に一括して対応するワンストップ総合相談機能を持つ「なんでも総合相談センター」について、事業実施に至った経緯や事業内容、

体制などについて確認を行った。

総務委員会
視 察 日　令和６年11月5日（火）～７日（木）
視 察 地　兵庫県神戸市・愛知県大府市（防災センター）・静岡県島田市
視察目的　「避難所運営の諸課題について」の調査研究を進めるため、神戸市、大府市、島田市の先進的事例を視察する。
調査概要　神戸市：�避難所混雑情報アプリの導入、男女共同参画の視点による避難所運営、要援護者名簿登録率向上のための条例改正、ペットとの避難ガイドライン作

成と訓練実施などを確認した。平時より各所の意見を聴取し、大都市でありながら、柔軟で実効性のある災害対応が可能な体制づくりに注力してい
ることが分かった。

　　　　　大府市：�市の防災学習センターを活用した意識啓発、大学との共同実施による防災ワークショップ開催、LPガス災害対応バルクによる燃料確保策などを確認した。
　　　　　　　　　東海豪雨の経験により、日頃からの防災意識向上に力を入れ、南海トラフ地震も視野に入れた災害対策に取り組んでいることがわかった。
　　　　　島田市：�自主防災組織を中心とした避難所運営体制の構築、避難生活支援リーダー・サポーター研修の実施、トイレカーの導入などを確認した。
　　　　　　　　　�自主防災組織が中心となって避難所の管理運営を行うことで、地域の事情・特性にあった運営を可能とし、災害支援拠点として支援物資などの供給

をスムーズに行う体制づくりをしていることが分かった。

杵築市

神戸市

広島市

日向市

大府市

岡山市

延岡市

島田市
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問

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
。

答

現
在
、
南
口
駅
前
広
場
の
整
備

に
向
け
て
、
関
係
権
利
者
と
移
転
交

渉
を
進
め
る
と
と
も
に
、
交
通
管
理

者
で
あ
る
警
視
庁
と
設
計
協
議
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
の
進
捗
に

合
わ
せ
、
駅
前
広
場
に
隣
接
す
る
25

街
区
の
一
部
を
除
く
方
々
と
、
賑
わ

い
の
創
出
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
土
地

活
用
に
関
す
る
懇
談
会
を
開
催
し
て

い
る
。

問

高
度
利
用
に
つ
い
て
も
、
よ
り

視
覚
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
事
例

な
ど
で
地
権
者
に
提
案
し
て
い
く
こ

と
は
、
よ
り
新
た
な
視
点
で
も
考
え

て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
は
。

答

関
係
権
利
者
と
移
転
に
向
け
た

協
議
を
進
め
、
早
期
に
駅
前
広
場
の

問

令
和
５
年
12
月
22
日
に「
幼
児

期
ま
で
の
こ
ど
も
の
育
ち
に
係
る
基

本
的
な
ビ
ジ
ョ
ン（
は
じ
め
の
１
０
０

か
月
の
育
ち
ビ
ジ
ョ
ン
）」が
閣
議
決

定
さ
れ
た
。
幼
児
期
ま
で
の
こ
ど
も

の
育
ち
の
５
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
。

答

こ
ど
も
基
本
法
の
理
念
に
の
っ

と
り
整
理
し
た
５
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と

し
て
、
１
つ
目
、
こ
ど
も
の
権
利
と

尊
厳
を
守
る
、
２
つ
目
、「
安
心
と

挑
戦
の
循
環
」を
通
し
て
こ
ど
も
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
る
、
３

つ
目
、「
こ
ど
も
の
誕
生
前
」か
ら
切

れ
目
な
く
育
ち
を
支
え
る
、４
つ
目
、

保
護
者
・
養
育
者
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
と
成
長
の
支
援
・
応
援
を
す
る
、

５
つ
目
、
こ
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る

環
境
や
社
会
の
厚
み
を
増
す
と
し
て

い
る
。

問

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
デ
ー
タ
に
基

づ
い
て
教
師
が
多
職
種
と
議
論
し
、

検
討
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

市
の
考
え
は
。

答

市
立
小
中
学
校
で
は
現
在
、

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
な
ど
を
活
用
し

て
、
支
援
が
必
要
な
児
童
・
生
徒
を

早
期
発
見
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
な
ど
か
ら
の
専
門
的
な
助
言
を

受
け
な
が
ら
、
校
内
委
員
会
な
ど
に

お
い
て
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
協

議
し
、
対
応
し
て
い
る
。
有
償
の
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導

入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
が
、
支
援
が
必

要
な
児
童
・
生
徒
の
早
期
発
見
や
早

期
対
応
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

問

総
合
体
育
館
西
駐
車
場（
以
下
、

西
駐
車
場
）の
収
容
台
数
お
よ
び
令

和
５
年
度
の
平
日
、
土
曜
日
・
日
曜

日
の
１
日
当
た
り
の
平
均
駐
車
台
数

は
。

答

西
駐
車
場
の
収
容
台
数
は
１
９

５
台
、
令
和
５
年
度
の
１
日
当
た
り

の
平
均
駐
車
台
数
は
、
平
日
は
３
３

７
台
、
土
曜
日
は
４
５
８
台
、
日
曜

日
は
４
８
８
台
と
な
っ
て
い
る
。

問

西
駐
車
場
の
混
雑
緩
和
の
対
応

策
と
し
て
、
入
出
庫
の
た
め
の
駐
車

場
機
器
を
時
間
短
縮
に
つ
な
が
る
最

新
の
機
器
に
更
新
し
て
い
く
こ
と
な

ど
も
考
え
ら
れ
る
が
市
の
認
識
は
。

答

西
駐
車
場
の
駐
車
場
機
器
を
カ

メ
ラ
で
車
両
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

読
み
取
る
車
番
認
証
方
式
な
ど
へ
の

更
新
や
、
精
算
機
の
配
置
を
見
直
す

こ
と
も
、
対
応
策
で
あ
る
と
認
識
し

問

都
の「
家
庭
と
子
供
の
支
援
員
」

制
度
は
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
相
談
な

ど
の
支
援
制
度
で
あ
る
が
、
登
校
支

援
な
ど
に
も
活
用
で
き
る
事
業
だ
と

考
え
る
。
現
在
、
都
内
26
市
で
は
何

市
が
実
施
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

本
市
で
の
導
入
の
検
討
に
つ
い
て
は
。

答

今
年
度
は
26
市
中
21
市
が
実
施

し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
現
在
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
同

様
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
引
き

続
き
、
学
校
と
家
庭
の
連
携
推
進
事

業
を
含
め
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
支

援
の
方
法
を
研
究
し
て
い
く
。

問

来
年
度
以
降
も
中
学
校
に
お
い

て
校
内
別
室
指
導
支
援
員
の
配
置
を

継
続
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
併
せ
て
、
小
学
校
に
も
支
援

員
の
配
置
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

整
備
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
駅
前
広
場
に
隣
接
す
る
25
街
区

の
一
部
を
除
く
方
々
と
土
地
活
用
に

向
け
た
懇
談
会
を
開
催
し
、
建
物
の

共
同
化
に
努
め
る
。

問

高
架
下
利
用
に
つ
い
て
は
、
雨

に
ぬ
れ
ず
に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
利
用
価
値
が
高
く
、
現
在
も

シ
ェ
ア
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
な
ど
と
し
て
利
用
し
て
い
る

が
、
ま
だ
ま
だ
未
利
用
地
が
多
い
と

感
じ
る
。
更
な
る
活
用
を
考
え
て
も

ら
い
た
い
が
、
今
後
の
予
定
は
。

答

市
で
は
、
駅
周
辺
の
住
民
を
は

じ
め
、
地
域
の
利
便
性
向
上
や
活
性

化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
も

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
て
要
望
し
て
き

て
い
る
が
、
引
き
続
き
早
期
の
利
活

用
が
図
ら
れ
る
よ
う
申
入
れ
を
し
て

い
く
。

問

２
つ
目
の「
安
心
と
挑
戦
の
循

環
」で
は
、「
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
」と

豊
か
な「
遊
び
と
体
験
」が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
市
の
認
識
は
。

答
「
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
」は
、
不
安

な
時
な
ど
に
身
近
な
大
人
が
寄
り
添

う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
安
心
の
土
台

を
獲
得
す
る
こ
と
。
豊
か
な「
遊
び

と
体
験
」は
、
身
近
な
も
の
と
の
出

会
い
・
関
わ
り
に
よ
り
、
興
味
・
関

心
に
合
わ
せ
た「
遊
び
と
体
験
」を
保

障
し
、
挑
戦
を
応
援
す
る
こ
と
と
認

識
し
て
い
る
。

問

今
後
の
市
の
施
策
に
つ
い
て
は
。

答
「
１
０
０
か
月
の
育
ち
」と
は
、

こ
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
７
歳
に

な
っ
た
育
ち
と
い
う
こ
と
で
、
子
育

て
支
援
や
様
々
な
環
境
整
備
を
含
め

て
、
市
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
施
策

と
考
え
る
。

問

こ
ど
も
家
庭
庁
に
お
い
て
推
進

し
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
包
括
的
・
計
画
的
に
支
援
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

答

市
で
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問

子
供
が
相
談
し
や
す
い
よ
う
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末
で
使
え
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
相
談
ア
プ
リ
も
有
効
な
手
段
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
認
識
は
。

答

児
童
・
生
徒
が
、
家
庭
や
学
校

で
の
悩
み
に
つ
い
て
様
々
な
相
談
先

を
確
認
で
き
る
よ
う
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
相
談
先
一
覧
の
ア
イ
コ
ン
を

表
示
し
て
お
り
、
引
き
続
き
こ
ち
ら

の
活
用
を
促
す
。
双
方
向
で
や
り
取

り
が
で
き
る
相
談
ア
プ
リ
の
導
入
に

限
ら
ず
、
児
童
・
生
徒
が
相
談
し
や

す
い
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
引
き
続

き
研
究
し
て
い
く
。

て
い
る
。
現
在
、
市
で
は
、
令
和
７

年
度
中
の
老
朽
化
に
伴
う
駐
車
場
機

器
の
更
新
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
導
入
な
ど
に
向
け
て
、
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
駐
車
場
運

営
管
理
受
託
事
業
者
の
選
定
を
進
め

て
い
る
。

問

今
後
の
選
定
作
業
の
予
定
は
。

答

12
月
上
旬
に
優
先
交
渉
権
者
を

決
定
し
、
12
月
中
に
契
約
締
結
に
関

す
る
覚
書
を
交
わ
し
、
令
和
７
年
４

月
１
日
か
ら
設
備
の
更
新
作
業
に
着

手
す
る
予
定
で
あ
る
。

意
見

そ
う
い
っ
た
機
械
が
導
入
さ

れ
て
、
今
よ
り
は
ス
ム
ー
ズ
に
い
く

こ
と
を
期
待
し
た
い
。
ま
た
、
利
用

す
る
団
体
で
あ
る
各
競
技
団
体
に
も

努
力
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
、
私
も

ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
一
員
と
し
て
、

し
っ
か
り
と
訴
え
て
い
き
た
い
。

答

中
学
校
に
お
け
る
校
内
別
室
指

導
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
人
材

活
用
の
方
法
を
含
め
、
効
果
的
な
別

室
指
導
の
在
り
方
を
研
究
・
検
討
し

て
い
く
。
小
学
校
で
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
中
学
校
で
の
取
り
組
み
や
成

果
な
ど
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
研
究

し
て
い
く
。

問

梨
の
実
ル
ー
ム
や
校
内
別
室
指

導
教
室
な
ど
に
も
通
え
な
い
児
童
・

生
徒
の
た
め
に
も
、
定
期
的
な
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
に
よ
る
学
習
支
援
の
拡
充

の
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

答

定
期
的
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ

る
学
習
支
援
の
拡
充
な
ど
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
多
様

な
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
研
究
し
て
い
く
。

川村
議員

稲
城
稲
城
長
沼
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業

及
び
賑
わ
い
の
創
出
や
高
架
下
利
用
に
つ
い
て

村上
議員

「
は
じ
め
の
１
０
０
か
月
の
育
ち
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
つ
い
て
の
稲
城
市
の
認
識
と
今
後
の
取
組
に

つ
い
て

湯谷
議員

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に

つ
い
て

池田
議員

稲
城
中
央
公
園
総
合
体
育
館
西
駐
車
場
の
混
雑

緩
和
に
つ
い
て

いそむら
議員

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
多
様
化
に

つ
い
て

本定例会の11月29日から４日間にわたり、
19人の議員が市政について55項目の一般質問を行いました。

その要旨は次のとおりです。紙面の都合上、１人１項目のみ掲載しています。
なお、その他の質問項目については、

市議会ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。

※
茶
色
く
太
字
に
な
っ
て
い
る
用
語
に
つ
い
て
は
7
面
で
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

▲「はじめの100か月の育ちビジョン」のパンフレット（抜粋）
出典：「幼児期までのこどもの育ちに係る基本的なビジョン」（こども家庭庁ホームページ（参照 令和7年2月3日））



247号令和7年2月15日5

問

新
た
な
整
備
方
針
の
検
討
に
つ

い
て
、
未
着
手
と
な
っ
て
い
る
市
内

の
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
。

答

都
道
読
売
ラ
ン
ド
線
と
川
崎
街

道
を
結
ぶ
多
３
・
４
・
４
号
塚
戸
根

方
線
、
南
多
摩
尾
根
幹
線
か
ら
竪
谷

戸
大
橋
ま
で
の
多
３
・
４
・
16
号
稲

城
南
多
摩
線
、
鶴
川
街
道
か
ら
武
蔵

野
南
線
に
向
か
う
多
３
・
４
・
31
号

稲
城
駅
西
口
線
、
稲
城
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
口
交
差
点
か
ら
川
崎
街
道
を
結
ぶ

多
３
・
４
・
15
号
東
長
沼
坂
浜
線
及

び
第
四
次
事
業
化
計
画
に
お
い
て
優

先
整
備
路
線
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
多
３
・
４
・
36
号
小
田
良
上
平
尾

線
で
あ
る
。

問

未
着
手
の
都
市
計
画
道
路
区
域

の
土
地
所
有
者
は
、
建
て
替
え
な
ど

に
一
定
の
建
築
制
限
が
か
か
り
土
地

の
有
効
利
用
が
で
き
な
く
な
る
課
題

問

市
内
の
路
線
バ
ス
な
ど
が
減
便

し
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

答

全
国
的
に
運
転
手
の
成
り
手
が

減
少
し
て
い
く
中
で
、
改
善
基
準
告

示
の
改
正
に
よ
り
、
運
転
手
の
拘
束

時
間
の
短
縮
や
休
憩
時
間
の
確
保
を

遵
守
す
る
た
め
、
市
内
の
路
線
バ
ス

運
行
に
つ
い
て
現
状
維
持
が
で
き
な

く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
バ
ス
事
業

者
か
ら
聞
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
市
で
は
、
地
域
の
実
情
に

即
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
必

要
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
協
議
を
行

う
稲
城
市
地
域
公
共
交
通
会
議
な
ど

で
、
市
内
の
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
協

議
を
行
っ
て
い
く
。

問

バ
ス
が
減
っ
て
困
っ
て
い
る
と

い
う
声
を
聞
い
て
お
り
、
公
共
交
通

の
環
境
を
、
維
持
、
改
善
し
て
も
ら

え
る
よ
う
市
と
し
て
も
、
粘
り
強
く

問

稲
城
稲
城
長
沼
駅
周
辺
土
地
区

画
整
理
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答

稲
城
稲
城
長
沼
駅
周
辺
土
地
区

画
整
理
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
、
３
月
末
現
在
の
建
物
移
転
棟
数

ベ
ー
ス
で
51
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

問

今
後
の
グ
ル
メ
シ
テ
ィ
跡
地
の

整
備
予
定
は
。

答

グ
ル
メ
シ
テ
ィ
跡
地
の
整
備
予

定
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
事
業
展
開

を
考
慮
す
る
と
、
旧
川
崎
街
道
の
切

替
え
や
旧
グ
ル
メ
シ
テ
ィ
周
辺
の
建

物
移
転
と
一
体
的
に
整
備
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
事
業
に
協
力

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
関
係
権
利
者

と
移
転
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
い

く
。

問

稲
城
稲
城
長
沼
駅
周
辺
土
地
区

画
整
理
事
業
は
、
市
の
活
力
創
造
拠

点
の
一
翼
を
担
う
エ
リ
ア
を
整
備
す

問

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
こ

と
を
様
々
な
機
会
を
捉
え
普
及
啓
発

し
、
地
域
全
体
が
認
知
症
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
く
た
め
、
認
知
症
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人

や
家
族
を
温
か
く
見
守
り
、
支
援
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
認
知

症
は
早
期
発
見
、
早
期
診
断
、
早
期

対
応
が
大
切
な
こ
と
か
ら
も
、
正
し

い
知
識
と
普
及
啓
発
に
つ
い
て
伺

う
。
市
民
向
け
の
普
及
活
動
は
。

答

９
月
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間

に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、

中
央
図
書
館
の
協
力
の
も
と
、
関
連

書
籍
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

認
知
症
に
関
し
て
分
か
り
や
す
く
ま

と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
認
知

症
ケ
ア
パ
ス
の
配
布
や
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
す
る
な

ど
、
普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
る
。

問

市
に
お
け
る
複
合
災
害
対
策
は
。

答

地
震
・
風
水
害
な
ど
大
規
模
災

害
に
よ
る
被
害
を
想
定
し
、
今
年
度

中
に
稲
城
市
地
域
防
災
計
画
を
修
正

し
、
複
合
災
害
が
発
生
し
た
場
合
も

含
め
、
各
種
災
害
に
対
す
る
自
助
・

共
助
・
公
助
の
取
り
組
み
を
計
画
的

に
推
進
し
て
い
く
。

問

複
合
災
害
に
関
す
る
稲
城
市
災

害
時
業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）は
。

答

稲
城
市
地
域
防
災
計
画
と
同
様
、

大
規
模
災
害
に
よ
る
被
害
を
想
定
し

た
も
の
で
あ
り
、
複
合
災
害
に
対
し

て
も
、
地
域
防
災
計
画
と
の
整
合
性

を
図
り
つ
つ
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

問

様
々
な
防
災
の
イ
ベ
ン
ト
や
行

事
に
お
い
て
、
複
合
災
害
を
含
め
た

防
災
の
意
識
啓
発
を
行
わ
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
新
た
な
稲
城
市

地
域
防
災
計
画
に
よ
り
、
事
前
防
災

が
あ
る
が
、
建
築
行
為
を
行
う
際
に

ど
の
よ
う
な
制
限
が
か
か
る
の
か
。

答

市
で
は
、
都
市
計
画
道
路
区
域

内
で
建
築
行
為
を
行
う
場
合
の
許
可

取
扱
基
準
を
定
め
て
お
り
、
市
街
地

開
発
事
業
な
ど
に
支
障
に
な
ら
な
い

こ
と
、
建
物
階
数
が
３
階
以
下
、
高

さ
が
10
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
、
地

階
を
有
し
な
い
こ
と
、
主
要
構
造
物

が
木
造
、
鉄
骨
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
造
、
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
構
造
物
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

問

優
先
整
備
路
線
へ
の
位
置
づ
け

を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
未
着
手
の

都
市
計
画
道
路
の
中
か
ら
ど
の
よ
う

に
選
択
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
。

答

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
状
況
な
ど
を

考
慮
し
、
都
に
対
し
て
意
見
を
上
げ

て
い
く
。

交
渉
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
が
、
ｉ

バ
ス
の
状
況
は
。

答

市
が
ｉ
バ
ス
運
行
を
お
願
い
し

て
い
る
小
田
急
バ
ス
か
ら
は
、「
路

線
バ
ス
に
お
い
て
も
路
線
の
減
便
や

廃
止
を
し
て
い
る
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
ま
で
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
」と
の
申
し
入
れ
が
出
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

問

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
現
時

点
で
考
え
ら
れ
る
方
策
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

答

方
策
の
一
つ
と
し
て
、
例
え
ば

他
の
乗
合
バ
ス
事
業
者
と
の
運
行
も

含
め
た
協
議
を
行
う
な
ど
、
少
し
で

も
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

ら
な
い
よ
う
、
今
後
も
稲
城
市
地
域

公
共
交
通
会
議
な
ど
の
中
で
方
策
に

つ
い
て
議
論
し
た
い
。

る
と
い
う
観
点
で
、
東
長
沼
地
域
だ

け
が
恩
恵
を
受
け
る
事
業
で
は
な

く
、
市
民
全
体
が
、
そ
の
恩
恵
を
享

受
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
た
め
、
グ
ル
メ
シ

テ
ィ
跡
地
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年

度
中
に
事
業
を
進
め
て
も
ら
え
る
こ

と
を
強
く
主
張
し
た
う
え
で
、
稲
城

稲
城
長
沼
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事

業
の
今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
。

答

稲
城
稲
城
長
沼
駅
周
辺
土
地
区

画
整
理
事
業
の
今
後
の
事
業
計
画
に

つ
い
て
は
、
旧
グ
ル
メ
シ
テ
ィ
周
辺

や
南
口
駅
前
広
場
の
整
備
を
鋭
意
進

め
る
と
と
も
に
、
地
区
を
南
北
に
縦

断
す
る
多
３
・
４
・
14
号
稲
城
長
沼

駅
前
通
り
線
の
整
備
を
進
め
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

問

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
は
。

答

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
に

つ
い
て
、
取
り
組
み
の
成
果
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
に
認
知
症
高
齢
者

へ
の
接
し
方
が
理
解
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
期
待
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て

は
、
認
知
症
の
本
人
や
そ
の
家
族
を

さ
り
げ
な
く
見
守
る
サ
ポ
ー
タ
ー
と

な
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
。

問

認
知
症
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
は
。

答

認
知
症
カ
フ
ェ
の
取
り
組
み
の

成
果
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
の
本
人

の
意
見
を
聞
く
場
、
ま
た
本
人
の
希

望
や
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

当
事
者
同
士
で
語
り
合
い
、
交
流
す

る
場
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
期
待

さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て
は
、
本
人
や

家
族
の
体
験
を
傾
聴
し
、
そ
の
意
見

や
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
支
援
が
行

え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

の
対
策
が
さ
ら
に
強
靱
化
さ
れ
る
と

考
え
る
。
全
て
の
市
民
が
、
大
規
模

地
震
と
風
水
害
、
そ
し
て
大
規
模
地

震
と
感
染
症
な
ど
、
複
数
の
災
害
が

同
時
ま
た
は
連
続
し
て
発
生
す
る
可

能
性
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
も
ら

え
る
よ
う
、
引
き
続
き
意
識
啓
発
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。そ
こ
で
、

防
災
講
話
な
ど
で
は
、
複
合
災
害
に

対
す
る
意
識
啓
発
と
し
て
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
話
が
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答

災
害
が
同
時
に
発
生
し
た
場
合

で
も
自
助
・
共
助
の
取
り
組
み
が
変

わ
る
も
の
で
は
な
く
、
地
震
発
生
後

に
洪
水
や
土
砂
災
害
と
い
っ
た
風
水

害
が
連
続
し
て
発
生
す
る
可
能
性
を

日
頃
か
ら
認
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
災

害
に
応
じ
た
対
策
を
平
常
時
か
ら
講

じ
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。

坂田
議員

東
京
に
お
け
る
都
市
計
画
道
路
の
整
備
方
針

（
第
四
次
事
業
化
計
画
）と
今
後
の
計
画
策
定

に
つ
い
て

岩佐
議員

公
共
交
通
に
つ
い
て

中島
議員

稲
城
稲
城
長
沼
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
い
て

榎本
議員

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
普
及
啓
発
に

つ
い
て

梶浦
議員

マ
ル
チ
ハ
ザ
ー
ド（
複
合
災
害
）対
策
に
つ
い
て

※
茶
色
く
太
字
に
な
っ
て
い
る
用
語
に
つ
い
て
は
7
面
で
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

▲鶴川街道（百村区間）道路予定地の様子
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▲長峰中央通りに設置されている注意喚起看板

議会の豆知識「一般質問ってなに？」
　一般質問とは、議員が議案とは関係なく市長に対し、市が行う福祉や教育、インフラなどのさまざまな事業についての現況、問題点、
将来の方針など幅広く質問することです。
　一般質問は、市民の代表である市議会議員が市の考え方をチェックし、市民の思いや要望を市民サービスに反映させる大切な役割
を果たしています。

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
医
療

機
関
・
薬
局
で
健
康
保
険
証
と
し
て

の
利
用（
マ
イ
ナ
保
険
証
）が
12
月
２

日
か
ら
本
格
実
施
し
た
。
医
療
機
関

な
ど
と
の
連
携
の
仕
組
み
は
。

答

医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る

際
、
即
時
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

等
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
、
被
保
険
者

の
資
格
情
報
や
医
療
情
報
な
ど
が
医

療
機
関
な
ど
へ
提
供
さ
れ
、
初
診
で

も
、
情
報
を
ス
ム
ー
ズ
に
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

問

マ
イ
ナ
保
険
証
を
救
急
搬
送
時

に
利
活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
、
追
加

で
必
要
な
機
材
と
、
導
入
費
用
は
。

答

総
務
省
消
防
庁（
以
下
、消
防
庁
）

が
令
和
４
年
度
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
た
救
急
活
動
を
行

う
実
証
実
験
を
行
っ
て
お
り
、
傷
病

者
や
家
族
の
負
担
軽
減
、
よ
り
迅
速

問

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議

会（
以
下
、
日
本
被
団
協
）の
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
受
賞
は
、
驚
き
と
喜
び
を

も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
、市
内
に
も
、

団
体
の
運
動
を
牽
引
し
て
き
た
市
民

が
い
る
。
市
教
育
委
員
会
と
し
て
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
取
り
組
み
は
。

答

核
兵
器
廃
絶
に
限
定
せ
ず
、
市

立
公
民
館
で
戦
争
や
平
和
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
座
の
開
催
、
市
立
図
書
館

で
戦
争
に
関
す
る
本
を
集
め
た
展
示

コ
ー
ナ
ー
の
開
設
な
ど
し
て
い
る
。

問

今
年
度
に
開
催
、
ま
た
今
後
予

定
を
し
て
い
る
講
座
の
回
数
や
内

容
、
学
校
に
お
け
る
取
り
組
み
は
。

特
に
、
被
爆
者
の
声
を
児
童
・
生
徒

が
直
接
聞
く
取
り
組
み
状
況
は
。

答

公
民
館
主
催
講
座
を
開
催
し
、

講
座
の
中
で
戦
争
と
平
和
に
触
れ
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
学
校
に
お
け

問

長
峰
中
央
通
り
で
は
、
子
供
の

飛
び
出
し
事
故
な
ど
を
懸
念
し
、
安

全
対
策
を
望
む
声
が
あ
る
。
ま
た
、

南
多
摩
尾
根
幹
線
道
路
の
夜
間
工
事

に
よ
る
迂
回
路
と
し
て
多
く
の
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
が
走
行
す
る
た
め
、
騒
音

問
題
も
発
生
し
て
い
る
。
長
峰
中
央

通
り
の
横
断
歩
道
沿
い
の
看
板
設
置

の
現
状
に
つ
い
て
は
。

答

市
で
は
、
車
両
運
転
者
に
対
し

て
効
果
的
と
思
わ
れ
る
箇
所
に「
歩

行
者
に
注
意
」や「
飛
び
出
し
注
意
」

な
ど
の
多
く
の
注
意
喚
起
看
板
を
設

置
し
て
い
る
。

問

南
多
摩
尾
根
幹
線
道
路
に
お
け

る
夜
間
工
事
に
よ
る
、
長
峰
中
央
通

り
を
迂
回
路
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
は
。

答

東
京
電
力
で
は
、
当
初
、
迂
回

路
と
し
て
若
葉
台
方
面
よ
り
長
峰
二

問

読
売
ラ
ン
ド
通
り
で
は
大
雨
が

降
る
た
び
に
、
沿
道
住
民
が
溢い

っ

水す
い

対

策
を
行
っ
て
い
る
。
調
整
池
と
根
方

谷
戸
川
の
整
備
完
了
を
望
む
声
は
多

い
。
完
了
予
定
お
よ
び
対
策
は
。

答

令
和
７
年
度
末
の
完
了
を
予
定

し
て
い
る
。
市
は
本
整
備
を
早
期
に

完
了
さ
せ
る
必
要
性
が
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
一
日
で
も
早
い
整
備
に

向
け
取
り
組
む
。
本
整
備
完
了
ま
で

の
暫
定
的
な
雨
水
対
策
と
し
て
、
整

備
済
み
の
区
間
か
ら
既
存
の
根
方
谷

戸
川
へ
バ
イ
パ
ス
管
を
接
続
す
る
な

ど
、
現
状
で
の
効
果
的
な
対
策
を
考

え
て
い
る
。

問

よ
み
う
り
ラ
ン
ド
南
口
駅
前
広

場
の
整
備
計
画
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
タ
ウ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
、
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
な
ど
の
玄

関
口
と
し
て
相
応
の
整
備
が
必
要
と

問

市
役
所
第
一
駐
車
場
に
お
け
る

障
害
者
等
用
駐
車
場
の
利
用
に
つ
い

て
、
障
害
者
等
用
駐
車
場
を
健
常
者

も
利
用
で
き
る
場
合
に
つ
い
て
は
。

答

市
役
所
第
一
駐
車
場
に
は
障
害

者
用
の
区
画
が
２
台
分
あ
る
が
、
満

車
時
の
滞
留
車
両
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
を
抑
止
す
る
た
め
の
対
応
と
し

て
、
短
時
間
に
限
り
認
め
て
い
る
。

問

障
害
者
等
用
駐
車
場
が
よ
り
一

層
適
正
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
そ
の
推
進
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
る
が
、市
の
認
識
は
。

答

駐
車
場
内
の
安
全
性
を
確
保
し

つ
つ
、
お
お
む
ね
適
正
な
利
用
が
な

さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
も
、
適
正
な
利
用
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
適
切
な
管
理
に
努
め
る
。

問

障
害
者
等
用
駐
車
場
の
区
画
に

は
、「
障
害
者
等
優
先
ス
ペ
ー
ス
」と

か
つ
円
滑
な
救
急
活
動
の
実
現
な
ど

が
メ
リ
ッ
ト
と
聞
い
て
い
る
。
必
要

と
な
る
機
材
は
、
救
急
現
場
お
よ
び

救
急
車
内
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
読
み
込
む
た
め
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
と
傷
病
者
の
情
報
を
確
認
す
る
た

め
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
、
一
式
あ

た
り
の
費
用
は
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

が
７
千
円
か
ら
１
万
円
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
が
30
万
円
か
ら
40
万
円
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
年
間
６
万
円
か

ら
10
万
円
と
聞
い
て
い
る
。

問

救
急
搬
送
の
迅
速
化
・
円
滑
化

に
向
け
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

大
い
に
活
用
す
る
べ
き
だ
が
。

答

消
防
庁
で
は
、
令
和
７
年
度
以

降
に
全
国
展
開
を
推
進
す
る
方
針
と

聞
い
て
お
り
、
市
で
も
実
証
実
験
に

参
画
し
た
救
急
隊
か
ら
の
意
見
を
も

と
に
、一
層
の
情
報
収
集
に
努
め
る
。

る
取
り
組
み
は
、
中
学
校
社
会
科
の

「
世
界
平
和
と
人
類
の
福
祉
の
増
大
」

の
学
習
に
お
い
て
、「
核
兵
器
な
ど

の
脅
威
に
触
れ
、
戦
争
を
防
止
し
、

世
界
平
和
を
確
立
す
る
た
め
の
熱
意

と
協
力
の
態
度
を
育
成
す
る
よ
う
に

配
慮
す
る
こ
と
」と
い
う
内
容
に
基

づ
き
学
習
し
て
い
る
。
ま
た
、児
童
・

生
徒
が
被
爆
者
の
講
演
な
ど
を
聞
く

取
り
組
み
は
、
稲
城
第
三
小
学
校
、

稲
城
第
六
小
学
校
に
お
い
て
、
胎
内

被
爆
者
に
よ
る
原
爆
の
脅
威
な
ど
に

関
す
る
講
演
会
を
年
度
内
に
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

問

日
本
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
受
賞
に
つ
い
て
、市
長
の
所
感
は
。

答

被
爆
者
の
立
場
か
ら
核
兵
器
の

な
い
世
界
の
実
現
に
向
け
た
長
年
に

わ
た
る
努
力
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

丁
目
交
差
点
を
右
折
後
、
杜
の
四
番

街
西
交
差
点
を
左
折
し
長
峰
中
央
通

り
を
通
行
す
る
ル
ー
ト
に
車
両
を
誘

導
し
て
い
た
が
、
騒
音
な
ど
に
対
す

る
多
く
の
申
し
出
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、長
峰
二
丁
目
交
差
点
を
右
折
後
、

上
谷
戸
大
橋
北
交
差
点
を
左
折
し
、

上
谷
戸
大
橋
通
り
を
通
行
す
る
ル
ー

ト
に
変
更
し
た
。
し
か
し
、
変
更
後

も
、
周
辺
住
民
か
ら
生
活
道
路
を
迂

回
路
と
し
な
い
よ
う
強
い
要
望
が
あ

っ
た
た
め
、
対
応
に
つ
い
て
調
整
す

る
よ
う
、
市
か
ら
も
東
京
電
力
に
申

し
出
を
行
っ
て
い
る
。

問

南
多
摩
尾
根
幹
線
道
路
に
お
け

る
夜
間
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
。

答

令
和
７
年
３
月
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
工
事
を
予
定
し
て
い
る
と
東

京
電
力
よ
り
聞
い
て
い
る
。

考
え
る
が
市
の
認
識
は
。

答
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｓ 

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
」構
想
に
よ
る
地
域
活
力

の
向
上
、
駅
前
広
場
の
再
整
備
、
民

間
活
力
に
よ
る
駅
前
開
発
な
ど
の
推

進
を
図
る
た
め
、
用
途
地
域
を
近
隣

商
業
地
域
に
指
定
し
、
商
業
・
業
務

施
設
な
ど
を
誘
導
す
る
よ
う
計
画
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

問

徒
歩
で
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
向
か
う

際
は
読
売
ラ
ン
ド
通
り
の
横
断
が
必

要
と
な
る
。
安
全
対
策
お
よ
び
案
内

板
の
設
置
は
。

答

ス
タ
ジ
ア
ム
完
成
時
は
根
方
谷

戸
公
園
付
近
の
横
断
歩
道
利
用
を
想

定
し
て
い
る
。
読
売
ラ
ン
ド
線
と
東

長
沼
矢
野
口
線
開
通
時
に
は
信
号
機

と
横
断
歩
道
の
設
置
を
予
定
し
て
い

る
。
誘
導
看
板
に
関
し
て
は
事
業
者

と
協
議
の
上
設
置
な
ど
を
検
討
す
る
。

い
う
掲
示
物
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

運
営
実
態
と
の
齟
齬(

そ
ご)

が
生
じ

て
い
る
状
況
に
あ
る
と
思
う
。
運
用

実
態
に
即
し
た
状
況
と
す
る
た
め
、

当
該
掲
示
物
は
撤
去
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
そ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
当
該
区

画
が
障
害
者
等
専
用
駐
車
場
で
あ
る

こ
と
を
示
し
、
一
般
ス
ペ
ー
ス
に
空

き
が
な
い
場
合
は
、
第
二
・
第
三
駐

車
場
の
利
用
を
お
願
い
す
る
旨
の
掲

示
物
を
設
置
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と

に
よ
り
、
専
用
と
優
先
を
混
同
し
て

い
る
よ
う
な
状
況
が
解
消
さ
れ
、
適

正
な
利
用
が
さ
ら
に
推
進
さ
れ
る
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答

現
在
の
と
こ
ろ
、
駐
車
場
の
適

正
利
用
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
が
、
掲
示
板
の
設
置
方
法
な
ど

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
対
応
を
検
討

し
た
い
。

鈴木
議員

救
急
搬
送
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
利
活
用
に
つ
い
て

山岸
議員

核
兵
器
の
廃
絶
に
よ
り
被
爆
者
を
二
度
と
う
み

だ
さ
な
い
世
界
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に

つのじ
議員

長
峰
中
央
通
り
で
の
諸
課
題
に
つ
い
て

土居
議員

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
タ
ウ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
完
成
に

合
わ
せ
た
周
辺
道
路
等
の
整
備
に
つ
い
て

佐藤
議員

障
が
い
の
あ
る
市
民
の
不
便
さ
、
生
き
づ
ら
さ

を
解
消
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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「高度利用」…都市計画法で定められている都市計画のひ
とつで、高い建物を建てて周辺の土地を有効活用すること。
「ウェルビーイング」…個人の心身と社会がともに満たさ
れた状態（よい状態）を表す概念。1946年、WHO（世界保
健機関）が健康の定義として「健康とは、病気ではないと

か、弱っていないということではなく、肉体的にも、精
神的にも、そして社会的にも、すべてがよい状態にある
ことをいいます。」と、この言葉を用いて紹介したことで
世界に広まった。
「スクリーニング」…すべての児童生徒を対象として、表
面化しにくい問題（児童虐待、いじめ、貧困など）の未然
防止のために、データに基づいて、潜在的に支援の必要

な児童生徒や家庭を適切な支援に繋ぐための迅速な識別。
「GIGAスクール」…全国の児童生徒１人１台のパソコン
やタブレットなどの情報端末を配備し、情報通信技術を
取り入れた新たな教育を実現する文部科学省が始めた取
り組み。
「改善基準告示」…自動車運転者の労働時間等の改善のた
めの基準のこと。

正副議長公務日誌

稲城第六中学校で開催され、市議会として、
参集訓練を行い、地域防災力の一翼を担う
オール市議会で臨みました。また、防災訓練
には、国会議員や都議会議員も参加されました。

八王子市、町田市、日野市、稲城市、多摩市
の５市の議長がメンバーとなっている議長会
で研修を行いました。今回は、「日野市クリー
ンセンタープラスチック類資源化施設」と「子ど
も包括支援センター みらいく」を視察しました。

よみうりランドのオーロラスペースで盛大
に開催され、二十歳のみなさんに向けてお祝
いのメッセージを贈りました。みなさん、袴
や振袖、スーツなど思い思いの服装で参加さ
れ、とても輝いていて素敵でした。

稲城市防災訓練
（令和６年11月3日）

南多摩市議会議長会 議長研修会
（令和６年11月18日）

二十歳の式典
（令和７年１月13日）

問

地
域
公
共
交
通
と
し
て
、
市
内

路
線
バ
ス
を
令
和
６
年
３
月
以
前
の

便
数
に
戻
し
、
今
後
路
線
バ
ス
・
ｉ

バ
ス
が
減
便
と
な
ら
な
い
よ
う
、
事

業
者
に
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

改
め
て
認
識
は
。

答

深
刻
な
運
転
手
不
足
に
伴
う
要

員
確
保
や
処
遇
改
善
に
向
け
、
様
々

な
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
問
題
は

解
消
さ
れ
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

路
線
バ
ス
事
業
者
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
削
減
し
て
で
も
路
線
バ

ス
を
維
持
し
て
い
く
方
針
で
、
周
辺

市
を
含
め
、
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
路
線
の
減
便
や
廃
止
の
申
入

れ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
市
で
は
減
便

や
廃
止
の
影
響
が
少
な
く
な
る
よ
う
、

稲
城
市
地
域
公
共
交
通
会
議
な
ど
で

協
議
し
て
い
く
。

問

路
線
バ
ス
・
ｉ
バ
ス
の
減
便
な

問

私
の
も
と
に
市
民
か
ら
様
々
な

意
見
が
届
い
て
い
る
。「
子
供
が
高

校
に
行
き
始
め
て
、
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
が
置
い
て
あ
る
の
が
分
か
っ
て
、

ど
う
し
て
中
学
校
に
は
な
か
っ
た
ん

だ
ろ
う
と
子
供
が
言
っ
て
い
た
。」

や
、「
ト
イ
レ
に
置
く
生
理
用
品
は

緊
急
の
も
の
な
の
だ
か
ら
、
最
も
安

価
な
も
の
で
い
い
は
ず
だ
。
そ
う
す

れ
ば
低
コ
ス
ト
で
で
き
る
。」な
ど
、

市
民
の
自
由
な
声
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

発
想
で
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
与

え
て
く
れ
、
多
く
の
市
民
が
ト
イ
レ

に
生
理
用
品
を
置
く
こ
と
を
望
ん
で

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
生
理
用
品
を

ト
イ
レ
に
置
く
こ
と
で
、
困
っ
た
と

き
に
生
徒
が
生
理
用
品
に
安
心
し
て

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
の
認
識
は
。

問

12
月
２
日
か
ら
現
行
の
健
康
保

険
証
が
新
規
で
発
行
さ
れ
な
く
な
り
、

資
格
確
認
書
や
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
の
送
付
な
ど
も
必
要
に
な
る
。
被

保
険
者
が
迷
わ
な
い
よ
う
、
制
度
の

確
認
お
よ
び
対
応
策
が
重
要
と
考
え

る
が
、
資
格
確
認
書
を
申
請
し
な
け

れ
ば
交
付
さ
れ
な
い
場
合
と
は
。

答

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
が
何
ら

か
の
理
由
で
で
き
な
い
場
合
、
資
格

確
認
書
の
交
付
申
請
を
し
て
も
ら
う

こ
と
と
な
る
。

問

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
が
で
き

な
い
何
ら
か
の
理
由
と
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
か
。

答

稲
城
市
国
民
健
康
保
険
に
お
い

て
資
格
確
認
書
の
交
付
申
請
が
必
要

と
な
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

保
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
こ
と
が

問

自
転
車
運
転
中
の
携
帯
電
話
使

用
な
ど
に
起
因
す
る
交
通
事
故
が
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
お
よ
び
自
転
車

を
酒
気
帯
び
状
態
で
運
転
し
た
際
の

交
通
事
故
が
死
亡
・
重
傷
事
故
と
な

る
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
交
通
事

故
を
抑
止
す
る
た
め
、
新
し
く
罰
則

規
定
が
整
備
さ
れ
た
。
11
月
１
日
に

改
正
さ
れ
た
道
路
交
通
法
の
概
要
に

つ
い
て
は
。

答

自
転
車
を
運
転
す
る
場
合
に
お

い
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
手

に
持
ち
、
通
話
を
し
な
が
ら
の
運
転

や
、
画
面
を
操
作
ま
た
は
注
視
し
な

が
ら
運
転
す
る
行
為
が
禁
止
さ
れ
、

新
た
に
罰
則
の
対
象
と
な
っ
た
。
ま

た
、
自
転
車
運
転
者
本
人
に
よ
る
酒

気
帯
び
運
転
の
ほ
か
、
自
転
車
運
転

者
に
対
し
て
酒
類
を
提
供
す
る
行
為
、

酒
気
を
帯
び
て
い
る
者
へ
の
自
転
車

ど
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ
内
容
は
。

答

改
善
基
準
告
示
を
遵
守
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
令
和
６
年
３
月
に

ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
い
、
本
業
の
路
線

バ
ス
の
運
行
本
数
の
削
減
を
行
っ

た
。
人
的
輸
送
資
源
の
有
効
活
用
を

図
り
、
路
線
バ
ス
の
運
行
を
確
保
す

る
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
も
見
直
し
を
行
わ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

問

申
入
れ
時
期
お
よ
び
ｉ
バ
ス
の

見
直
し
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答

時
期
は
、
令
和
６
年
６
月
お
よ

び
10
月
で
あ
る
。
内
容
は
、
ｉ
バ
ス

と
路
線
バ
ス
が
重
複
す
る
コ
ー
ス
の

見
直
し
、
運
行
時
間
の
短
縮
な
ど
に

よ
る
路
線
網
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
や
乗

務
時
間
の
ス
リ
ム
化
な
ど
を
求
め
る

も
の
が
主
な
内
容
で
あ
る
。

答

生
理
用
品
を
学
校
の
ト
イ
レ
に

置
く
こ
と
に
つ
い
て
、
学
校
で
は
、

児
童
・
生
徒
の
求
め
に
応
じ
て
い
つ

で
も
渡
せ
る
よ
う
に
保
健
室
に
常
備

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
対
応

に
つ
い
て
教
育
委
員
会
で
は
課
題
は

な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問

個
包
装
の
生
理
用
品
を
ト
イ
レ

に
置
く
こ
と
は
衛
生
的
に
は
問
題
な

い
と
考
え
る
が
、
市
の
認
識
は
。

答

衛
生
的
に
常
備
す
る
た
め
に
は
、

学
校
に
お
い
て
一
定
の
管
理
は
必
要

に
な
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問

学
校
と
し
て
必
要
な
管
理
体
制

が
取
れ
る
な
ら
、
衛
生
面
で
の
課
題

は
な
い
と
考
え
る
が
、市
の
認
識
は
。

答

生
理
用
品
の
置
き
場
所
に
つ
い

て
は
、
各
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況

に
応
じ
て
適
切
な
場
所
に
設
置
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

困
難
な
要
介
護
の
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
方
な
ど
が
交
付
を
希
望
す
る
場

合
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
紛
失

し
て
マ
イ
ナ
保
険
証
が
利
用
で
き
な

い
場
合
、
新
規
加
入
者
が
資
格
確
認

書
を
必
要
と
す
る
場
合
な
ど
と
な
る
。

問

マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
イ
ナ
保
険

証
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
要
介

護
の
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
な
ど

が
資
格
確
認
書
を
希
望
す
る
場
合
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
解
除
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
認
識
は
。

答

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
こ

と
が
困
難
な
要
介
護
の
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
方
な
ど
が
資
格
確
認
書
の

交
付
を
希
望
す
る
場
合
、
利
用
登
録

を
解
除
す
る
必
要
は
な
く
、
申
請
に

よ
り
資
格
確
認
書
を
交
付
す
る
。

提
供
行
為
等
に
対
し
て
罰
則
が
整
備

さ
れ
た
。

問

市
民
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て

は
。

答

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
各
種
交

通
安
全
啓
発
活
動
を
通
じ
て
、
市
民

へ
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

問

法
改
正
に
伴
う
市
の
交
通
安
全

啓
発
活
動
に
つ
い
て
は
。

答

多
摩
中
央
警
察
署
や
多
摩
稲
城

交
通
安
全
協
会
と
連
携
し
、
市
内
交

差
点
や
駅
前
な
ど
で
の
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
、
中
学
校
で
の
自
転
車

教
室
、「
Ｉあ

い

の
ま
ち
い
な
ぎ
市
民
ま

つ
り
」に
お
け
る
交
通
安
全
市
民
の

つ
ど
い
な
ど
に
お
い
て
、
多
く
の
市

民
に
対
し
て
交
通
安
全
啓
発
活
動
を

実
施
し
、
本
法
律
改
正
の
周
知
に
努

め
て
い
る
。

岡田
議員

路
線
バ
ス
・
ｉ
バ
ス
の
維
持
・
拡
充
に
つ
い
て

田島
議員

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
常
備
す
る

こ
と
に
つ
い
て

武田
議員

現
行
の
健
康
保
険
証
が
発
行
さ
れ
な
く
な
る

こ
と
に
つ
い
て

角田
議員

自
転
車
に
関
す
る
道
路
交
通
法
の
改
正
に
つ

い
て
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議員22人に聞きました
Q.2025年の抱負を聞かせてください！

令和6年第4回定例会での審議結果
（令和6年11月26日～12月16日）

議　

決　

結　

果

稲
とう

志
し

会
かい

新政会 公明党 日本
共産党

改革
未来の会 無所属

賛　
　

成

反　
　

対

川

村

あ

や

北
浜
け
ん
い
ち

中

田

中

鈴

木

誠

土
居
の
り
ひ
ろ

中

島

健

介

渡

辺

力

角

田

政

信

池

田

英

司

坂
田
た
け
ふ
み

つ
の
じ
寛
美

佐
藤
し
ん
じ

湯
谷
ひ
ろ
し

岡
田
ま
な
ぶ

山

岸

太

一

田
島
き
く
子

榎

本

久

春

岩
佐
ゆ
き
ひ
ろ

い
そ
む
ら
あ
き
こ

村

上

洋

子

武
田
ま
さ
ひ
と

梶
浦
み
さ
こ

市
　
長
　
提
　
出
　
議
　
案

条　　　　　例

第62号 稲城市個人番号及び特定個人情報の利用に関する
条例の一部を改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第63号 稲城市情報通信技術を活用した行政の手続等の推
進に関する条例の一部を改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第64号 稲城市一般職の職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第65号 稲城市市税条例の一部を改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第66号 稲城市手数料条例の一部を改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第67号 稲城市公共施設駐車場の管理等に関する条例の一
部を改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × × 〇 16 5

第68号 稲城市下水道条例の一部を改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

補　正　予　算
第69号 令和6年度東京都稲城市一般会計補正予算（第6号） 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第70号 令和6年度東京都稲城市国民健康保険事業特別会
計補正予算（第2号） 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第71号 令和6年度東京都稲城市土地区画整理事業特別会
計補正予算（第1号） 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第72号 令和6年度東京都稲城市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第1号） 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第73号 令和6年度東京都稲城市下水道事業会計補正予算
（第1号） 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第74号 令和6年度東京都稲城市病院事業会計補正予算（第
1号） 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

そ　　の　　他

第75号 専決処分の承認を求めることについて（令和6年度
東京都稲城市一般会計補正予算（第5号）） 承 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第76号 専決処分の承認を求めることについて（訴えの提
起について） 承 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第77号 稲城市道路線の認定について（稲城南山東部土地
区画整理事業関係・7路線） 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第78号 稲城市道路線の廃止について 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第79号 稲城市道路線の廃止について 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

〈稲城市議会議員　 条例定数22人　現員22人〉
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２度目の議長職を務め、任期は５
月までとなります。市民に信頼さ
れる議会を目指して頑張ります。

北浜　けんいち
議長／稲志会

積土成山を心に留めました。日々
の積み重ねを大切にして、後の成
果に結び付けられるように励みま
す。

川村　あや
稲志会

革新、循環、仲間、助け合い、横
のつながりを大切に、2025年の
幸せをシェアしあえるように。

渡辺　力
新政会

本年は、防災・減災対策、福祉の
増進、安心して暮らせるまちづく
りの取組に力を入れて参ります！

湯谷　ひろし
公明党

今年も出会いを大切にし、駅に立
っての活動等、出来るだけ沢山の
声を聞いていけるよう頑張りま
す！

岩佐　ゆきひろ
改革未来の会

健康第一。規則正しい生活で、自
己免疫力を高め、病気や怪我をせ
ず、充実した1年にしたいです。

坂田　たけふみ
副議長／新政会

新しい挑戦を恐れず、何事にも前
向きな姿勢で取り組む。家族との
時間を大事にする。

中島　健介
稲志会

本年、私は55歳になります。55
にちなみ、GOGOと、何事にも
果敢に取り組んで参ります。

佐藤　しんじ
公明党

力を尽くして市民や地域社会に貢
献することを目標に頑張ります。

榎本　久春
改革未来の会

市民の皆様から稲城市での暮らし
やお考えなど、今年もたくさんお
話を伺いたいと思っています！

梶浦　みさこ
無所属

自分の思いに正直に生きること、
そして現状に満足することなく新
しいことに挑戦し続けること。

中田　中
稲志会

気付けば最年長議員、後輩も出来
た。改めて初心を忘れず地域の為
に健康第一で元気に頑張ります。

角田　政信
新政会

日々の暮らしに欠かせない公共交
通として、路線バス、ｉバスを維
持していけるように力を尽くす。

岡田　まなぶ
日本共産党

多くの人との出会いや対話を大切
にし、『みんなに優しいまち』を皆
様と共に育んでまいります。

いそむらあきこ
改革未来の会

鈴木　誠
稲志会

元気力増進のため、身体の再生に
励み初心忘るべからずの精神で邁
進します。

池田　英司
新政会

料理のレパートリーを増やしたい
です。

山岸　太一
日本共産党

公約のオーガニック給食と子ども
の権利の推進のため任期後半にや
るべき事を絞り込み頑張ります！

村上　洋子
無所属

「われただ足るを知る」
心の豊かさを磨く一年
とします。

土居　のりひろ
稲志会

小さな声に耳を傾け、地域の発展
と住み良い街づくりに全力で取り
組んで参ります。

つのじ　寛美
公明党

今年は戦争が終わって80年。こ
の節目の年に改めて、平和憲法と
民主主義を守るために頑張ります。

田島　きく子
日本共産党

稲城市の魅力である環境を保全・
次世代への継承。また、市内の商
店街の活性化・充実を図る。

武田　まさひと
無所属

何かとあれこれ理由を付けて諦めるの
ではなく、何をすべきか、何なら出来
るのか。初志に立ち返ります。
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